





























型である。G 型はそれまでの皿形から埦形への移行と大・中・小の法量の 3 分化を特徴とする。こ
の特徴は併存する他型式のかわらけにも影響を与えた。13 世紀第 3 四半期に登場し、1300 年前後






Lineage and Chronology of Small Earthen Plates “Kawarake” from Kamakura: Social Change and 






















 .1 ᄢ⬿᐀ᐭ๟ㄝㆮ〔࡮ੑ㓏ၴሼ⨶ᨩ 38-1 
 .2 ᄢୖ᐀ᐭ〔࡮㔐ࡁਅ 3-606-1 
 .3 ᮮዊ〝࡮ੑ㓏ၴሼᮮዊ〝 110-3 
 .4 ᄢ⬿᐀ᐭ๟ㄝㆮ〔࡮ੑ㓏ၴሼ⨶ᨩ⨶ᨩ 58-1 
 .5 ૒ഥࡩ⼱ㆮ〔 
 .6 ૒ഥࡩ⼱ㆮ〔ౝ߿ߋࠄ࡮૒ഥ৻ৼ⋡ 
 .7 ජ⪲࿾᧲ㆮ〔 
 .8 ᄢୖ᐀ᐭ〔㧔㔐ࡁਅਃৼ⋡ 701-3㧕 
 .9 ╣⋡ㆮ〔 
 .01 ᦺᲧᄹ⎏ 
 .11 ਄᧖᳁ᙗ㇗〔 
 .21 ଻ካኹ〔 
 .31 ੹ዊ〝⷏ㆮ〔㧔ᓮᚑዊቇᩞ࿾ὐ㧕 
 .41 ੹ዊ〝⷏ㆮ〔㧔ᓮᚑ↸ 200-2࿾ὐ㧕 























1985］の 14・15 期の改定と 16 ～ 18 期の追加は、土
師質土器からかわらけへの移行を提示しているが［若




















ている。大型は口径 14 ～ 15 ㎝、底径 7 ～ 8 ㎝、器高
4.5 ～ 4.95 ㎝で、小型は口径 8.5 ～ 9.5 ㎝と 7 ～ 8 ㎝、
底径 5 ㎝前後、器高 2.5 ～㎝と 2 ㎝弱の 2 法量をな
す。この多摩ニュータウン遺跡の土器器型をA型とし、























底径 7.0 ～ 7.2 ㎝、器高 4.4 ～ 4.9 ㎝である。器高の低
いもので口径 13.9 ～ 14.8 ㎝、底径 6.7 ～ 7.8 ㎝、器高















































































































































に、大蔵幕府周辺遺跡群・二階堂字荏柄 38 番 1［馬




るかわらけを出土した土壙 1 は 13 世紀第 2 四半期と
考えられる。土壙からは手づくねとロクロ成形かわら
けの他に永福寺Ⅰ期の平瓦、常滑窯の片口鉢Ⅱ類 5 か













器型の特徴である。大型で口径 12.2 ～ 13.5 ㎝、底径 7.4
～ 8.7 ㎝、器高 3.0 ～ 3.8 ㎝、小型で口径 7.1 ～ 9.05 ㎝、
底径 5.3 ～ 7.1 ㎝、器高 1.2 ～ 1.9 ㎝である。これら灰
色気味胎土の色調に従来の胎土と焼成傾向を残しなが
らも調整手法が従来と異なって内底面にナデが施され
た一群を D 型とする。Ⅰl D とⅠsD である。
雪ノ下三丁目 606 番 1 地点では、永福寺Ⅰ期瓦を伴
出する溝 11 上層より時期的に遡る下層から二階堂字













法量、形状ともにⅠl D と同様。一方のタイプは 2 点
が出土し、その法量は口径 13.1、底径 7.3 ㎝、器高 3.3


























増加するが、1 遺跡で 2 時期に亘って出土している佐
助ヶ谷遺跡・鎌倉税務署用地［斎木 1993］を取り上
げる。より下層の 7 期遺構群の建物 17 の室 1、上層










が増加し、口径 12.1 ㎝、底径 6.8 ㎝、器高 3.7 ㎝や口











㎝、器高 2.4 ㎝のⅠsE である。さらにこの第 4 面で
中型製品がはじめて現れている。形状は E 型で口径
11.2 ㎝、底径 6.9 ㎝、器高 3.6 ㎝を測る。ⅠmE である。
佐助ヶ谷遺跡の 5 期遺構群の土壙 375 では大型の法
量が口径12.55㎝、底径6.3㎝、器高3.1㎝や口径13.4㎝、
底径 7.85 ㎝、器高 3.25 ㎝がみられて、大型のより大
型化した埦形が現れる。これをⅠl F とする。建物基
壇の構成土から出土したかわらけでは、口径 7.3 ㎝、





建長寺境内遺跡では 14 世紀第 2 四半期初頭、嘉暦二
（1327）年の法塔立柱に伴う整地層出土かわらけを基
点とするかわらけの変遷である［宗䑓 1992、20002］。







3b 面でⅠmE に続く中型かわらけが現れる。口径 11.4































G 型と E 型の大・中・小型をセットにしたかわら
けがおそらくは 14 世紀いっぱい継続したと考えられ




るまで継続する。E 型では大型の口径が 12.3 ～ 13.6













器高 1.85 ～ 2.3 ㎝、大型が口縁の外反するタイプで口
径 12.6～ 13.7㎝、底径 8.0㎝、器高 2.85～ 3.1㎝である。
底径が D 型に比べてずいぶんと大きい。この皿形で
外反するタイプをⅠl H とする。一方、従来の D 型で
口径 11.2 ㎝、底径 6.0 ㎝、器高 2.95 ㎝は中型をなす







ⅠsJ である。法量は小型が口径 7.2 ～ 9.3 ㎝、底径 5.21
～ 5.25 ㎝、器高 1.25 ～ 3.3 ㎝、大型で口径 11.7 ～
14.75 ㎝、底径 6.0 ～ 9.0 ㎝、器高 3.45 ～ 3.9 ㎝を測る。
ここに取り上げたかわらけ溜まり 2 では不明瞭だが、
同じ生活面上に発見されたかわらけ溜まり 4 では中型
が明らかに存在し、口径 10.5 ～ 11.8 ㎝、底径 6.6 ～ 7.8














径 12.4～ 13.6㎝、底径 8.8～ 11.3㎝、器高 3.1～ 3.85㎝、
ၣ࠲ࠗࡊߩ಴⃻ߣᴺ㊂ߩᄢਛዊൻߩߪߓ߹ࠅ






Σl (Σl *Σl ' Σl ,Σl - Σs ,Σm )




ⅠsJ2 は口径 8.2 ～ 9.4 ㎝、底径 5.7 ～ 7.1 ㎝、器高 1.7
～ 1.9 ㎝、ⅠsN は口径 8.6 ㎝、底径 7.2 ㎝、器高 1.6 ㎝。

















㎝、底径 12.2 ㎝、器高 3.3 ㎝以上を測る。同遺構の上
層出土品は低平化しⅡlA2 とする（中世京都での伊野
分類 Jb）。この溝 2 上層で口径 12.15 ～ 15.4 ㎝、底径
10.6 ～ 13.4 ㎝、器高 2.8 ㎝、溝 1 上層で口径 14.35 ～
15.0 ㎝、底径 11.3 ～ 12.8 ㎝、器高 2.8 ～ 3.1 ㎝であ
る。Ⅱl B1 は平底に近く、内底面脇にやはり強い指頭
押圧部があり、その部分をヨコナデするために内面口
縁部のヨコナデは 2 段になる。上段のナデは外面の 1
段と共に行なわれる。口唇は面取りされずに丸い（伊
野分類 Ab）。同遺跡最古の土壙 1 で口径 14.3 ㎝、底
径 13.2 ㎝、器高 3.9 ㎝、溝 2 下層で口径 13.5 ～ 14.7
㎝、底径 12.6 ～ 12.65 ㎝、器高 3.4 ㎝、さらに溝 2 上
層では口径 13.3 ～ 14.55 ㎝、底径 12.4 ～ 12.85 ㎝、器
高 2.6 ㎝となり、口径の拡がる傾向と共に器高が低下





うに内底面にナデは見られない 10)。ヨコナデは 2 段。
口径 12.85 ～ 13.55 ㎝、底径 10.6 ～ 11.45 ㎝、器高 3.25
㎝、後にヨコナデが 1 段となり、指頭押圧部が深くな
るⅡl C2に推移する。口径 14.35～ 14.0㎝、底径 12.6㎝、
器高 2.95 ㎝を測る。
ⅡsA1 はⅡlA1 と同様の器型である。ただし口唇の
面取りは顕著でない。口径 9.4 ㎝、底径 9.3 ㎝、器高
表3　手づくね成形かわらけ大型品器型分類表
器型 器型 器型





















































Τl $Τl #Τl # Τl $Τl %Τl %Τl %
Τs $Τs #Τs &Τs %Τs %Τs%Τs &
2.2 ㎝で、溝 2 上層の段階に口径 8.6 ～ 9.55 ㎝、底径
6.0 ～ 8.2 ㎝、器高 1.3 ～ 2.0 ㎝、溝 1 で口径 8.45 ～ 9.8




底径 7.7 ～ 8.3 ㎝、器高 1.25 ～ 1.65 ㎝、溝２上層で口
径 8.4 ～ 8.85 ㎝、底径 6.8 ～ 7.9 ㎝、器高 1.55 ～ 1.6 ㎝、
溝 1 で口径 8.45 ㎝、底径 7.65 ㎝、器高 0.9 ㎝を測る。




線を作っている。口径 8.7 ㎝、底径 7.45 ㎝を測る。後
の溝 1 の段階より低平化が顕著となり、口径 8.6 ～ 6.7
㎝、底径 7.0 ～ 8.5 ㎝、器高 1.6 ～ 1.7 ㎝、さらに溝 1
上層で口径 9.35 ～ 9.65 ㎝、底径 7.5 ～ 8.6 ㎝、器高 1.5
～ 1.9 ㎝を測る。これらをⅡsC2 とする。ⅡsD は平底
に近い指頭調整部から緩やかに開く口縁のヨコナデが
1 段ないし 2 段残り、口唇に面取りが施される。溝 2
下層で口径 9.36 ㎝、底径 8.15 ㎝、溝 2 上層で口径 9.25
㎝、底径 8.4 ㎝、器高 1.5 ㎝を測る。
これら手づくね成形の指頭による底部調整部分は、
















い A 型も存続するものの、おそらくは 13 世紀代手
づくねへと引き継がれた C 型は、再び器高を高くし
て深めの形状となり、ヨコナデ部と外底面指頭押圧











図 4　多摩ニュータウン No.692 遺跡　伴出山茶碗
     ࠆएټూ༟ټ ຠᏩˁາᛴټ 5
る。法量はいずれも大型で口径 13 ～ 14.5 ㎝、底径 4.5
～ 8.0 ㎝、器高 3.0 ～ 3.5 ㎝、小型で口径 9 ～ 10 ㎝、





を行なった（表 1 ～ 4）。それらを出土層位を主な観
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図 9　笹目遺跡土拡 16 伴出遺物








































は口径 14 ㎝前後・底径 6 ～ 7.2 ㎝・器高 4 ～ 4.7 ㎝
の法量にロクロ目が顕著である［中三川 1998、2009、
2015］。その内湾気味に立ち上がる器型は、前節の分
類におけるⅠlA2 と 1l B1 である。八幡社遺跡神社前




























模南部の 12 世紀第 4 四半世紀中頃に用いられたのだ
ろう。
図 7−1・2 は 1lA2 とⅠl B2 さらにⅠl C1 が出土した
横小路周辺遺跡溝 2 上層の伴出遺物である。1 の山皿
は東遠江型のⅡ期の後半（12 世紀第 4 四半期）の所産。
2 は渥美窯産の小壺の口頸部である。口唇部が折り返
された 2a 段階（12 世紀第 4 四半期）であろう。横小
路周辺遺跡の 1 遺跡内だけの推移では、この溝 2 上層




である溝 1 出土品にはⅠlA2、Ⅰl C2、ⅠsC、ⅠsA3 と
ⅡlA2、Ⅱl B2、Ⅱl C2、ⅡsC2 のロクロ成形と手づくね
成形のかわらけの低平化した型式が併在し、伴出遺物


















れると、横小路周辺遺跡の溝 1 や荏柄 38−1 のかわら
け溜まりに現れる C 型の出現時期を 12 世紀末から 13
世紀初頭にまで広げて考えてよさそうである。














2 段階 5 型式、片口鉢Ⅰ類 5 型式や常滑窯産甕 4 ～ 5、
さらに渥美窯産甕の 2a・b の口縁部片である（図 8）。
渥美窯産甕は古いが、常滑窯産の甕は 4 型式を中心に






























あり、より下層の 3b 面が G 型出現期にあたる。今小
路西遺跡（御成小学校内）北谷 3 面 5 区かわらけ溜ま
り 1 が 3b 面の古層を示している。Ⅰl D1 が残るなか
でⅠl E1 の他にⅠmE が少数ながら現れている。加えて
若干の手づくね成形のⅡsC3 も数点残されることが、
この一群の古さを示している。伴出遺物は 14 世紀初
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4 である。かわらけは 1mG の口頸が縮小して 12 ㎝に
満たない G 型の後半期を示す。これらと伴出したの




14 世紀末期から 15 世紀前葉となる。また、同遺跡同
面の埋納一括遺物群は、銅製銚子の中に瀬戸窯天目茶
碗、白磁水注と皿が納められていた（図 11）。舶載品
の水注は元代の 13 世紀後半から 14 世紀中ごろのもの























これより時期の下る 1sH1 と 1sJ1 の中間の小型かわ
らけを 1 点のみ出土した朝比奈砦の納骨穴出土の臓骨
器は常滑窯産甕 9 型式で 15 世紀前半代の所産である
（図 13）。
Ⅰl J1 型のかわらけを確認した大蔵幕府周辺遺跡・
荏柄 58−4 地点のかわらけ溜まり 2 と同一面発見のか
わらけ溜まり 4 に伴出遺物がある（図 14）。白磁の碗
は内面に劃花文を施すもので、Ⅷ類か。2 と 3 は常滑








図 18　若宮大路周辺遺跡（雪ノ下 1-1484・190-1）建物 1出土遺物（1）
鎌倉出土かわらけの系譜と編年－東国社会の変質と中世の成立（後）：かわらけの編年と中世社会
60
とができる（図 15）。常滑窯産甕は 9 型式で、古瀬戸
後Ⅱ～Ⅲ期の直縁鉢と卸皿それに古瀬戸後Ⅲ期の天目
茶碗である。8 は東海系の A4 類土鍋である。
さて、本稿で取り上げる最後のかわらけ型式Ⅰl K






海系の A4 類土鍋である。10 は土製火鉢。東海系の陶
器は 15 世紀後半の所産を下限としている。K 型のか
わらけは、遅くとも 15 世紀の後半に存在し、陶器の
保有期間を考えるならば、16 世紀前葉までの時期を
   
     

5



















Σl ,Σl - Σs ,Σm )





























Τl $Τl #Τl # Τl $Τl %Τl %Τl %










た。図 18 のかわらけは E 型を中心に D 型を含めた大・
中・小型があり、小型にはＤ型が目立つ。明瞭な G



























































































碗の明和あたりであろうか。5 ～ 10 は常滑窯片口鉢 1
類で 5 ～ 6a 型式であろう。11 ～ 14 は片口鉢２類で 7
型式である。8 型式に向けて口縁端部の内側への張り
だし傾向が見られる。15・16 も常滑窯産の広口壺と





の補正を行なった 14C 測定地は、600±20 と 650±20BP
で暦年代範囲は 1σ と 2σ でそれぞれ複数示されて
い る が、 こ こ で は 2σ を 示 す。No. 1：1298calAD 
− 1372calAD (73.4%)、1378calAD − 1405calAD 
(22.0 ％）；No. 2：1285calAD − 1320calAd (41.1%)、




















































G 型式、なかでも D と G 型式が多年にわたり存続し、
また各型式が併存して展開する様相である。なかには
法量を変えながら存続する例がある。Ⅰl D1・2・3 や































して、超大型の F 型や埦形の E 型が先ず現れてから、
G 型や D 型の埦形化の進行後に器高の高い埦形であ






















径 12.2 ～ 13.8 ㎝、器高が 3.5 ㎝以上の埦形を呈する（図








同一地点から出土したかわらけはⅠl D1 とⅠsD2・3 型
であり、ⅠsX も形状はⅠsD2・3 型に類似している。




ほどの 124 点がこのⅠl X、ⅠmX、ⅠsX 型で、Ⅰ
l X がその 65％と他のかわらけ型式と比べて、大
型の比率が高く、製作工人集団の差異だけでな
く、用途も異なっていたと指摘される［原ほか
2005：215］。Ⅰl X 型は千葉地遺跡から 2 点の出土
が報じられたとされるが［同上；手塚ほか 1982：
















大型は底部が高く残されないⅠl D1 であり、器高が 3.8
㎝になるものもある。さらに集中出土地点上層からは












































































































る大倉幕府跡（雪ノ下三丁目 701 番 3 地点）で馬淵が
土器焼成施設としていくつかの土壙を報告している
［馬淵ほか 2005］。焼土とかわらけの散在を手がかり
















































































































































ように不詳であるが、［若林 2009］は 11 世紀第 4 四
半期から 12 世紀末までを新たに相模土器編年の 16 ～








































































ン No.692 の 12 世紀第 3 四半期のⅠlA1 と同様である。
さらに同一器型にあっての大小法量分化をみせてい
る。資料的制約があるものの、製作手順と器形の単純
























































































































































0 0 0 0 0 0 0
・
主従道徳の普及をすすめ
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、各家ごとに惣領を確定して
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、
一族内の紛争を防ぐ















































































ン No.693 を含むかつて提示した 1 期からⅡ期までを
















クロ成形かわらけも 14 世紀の中頃までには 3 法量と
なる。この埦形化と 3 法量化、そして G 型は 14 世紀
の末まで継続して製作され続ける。とくに G 型はそ




確立を待って、D 型が 3 法量化とともに器高が高まる。

















X 型は 13 世紀中頃の他の器型のかわらけとは整形手
法が異なり、異なる工房の製品である可能性が高いと
考えられる。このX型には少数ながらも中型も含まれ、
G 型などに先行して 3 法量化している。これまでに X
型の類例が他地域に発見されないため、鎌倉近郊が生
産地であろうと考えられるが、その生産時期は注意
を要する。G 型の 3 法量化と器壁の薄手化は早くとも
13 世紀の第 3 四半期である。G 型の埦形化や薄手化、






















































































い（図 25・26、表 5）［宗䑓 2005、2008］。古田土も





























































































1）	 多摩ニュータウン No.692 遺跡出土の土師質土器は、A ～ C
の 3 つに分類されているが、12 世紀前半から中ごろの遺構






































































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、
多少の遺物が集っているものを探すとなると
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、溝や堀とか
0 0 0 0 0
いうものになってします




0 0 0 0 0
伴していれば
0 0 0 0 0 0
、それでもう一括と言えるのかという疑問













0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、小さな調査地点












0 0 0 0
、墓を含めた一括埋納かと思います
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。そうなれば
0 0 0 0 0
基準的にはまず火に合った






0 0 0 0
しても一括土坑や火災とかになりましょう














0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
きものではないか




0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
で一括というふうに理解していた
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ところです。（中略）資料
の使い方としては、その型式のものがどれだけ入っている
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
かということを前提に見ていれば
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、それなりに使える










0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。良い遺物かもしれませ










0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
るかなというようなもんだと思いま
す（後略）」（244）。前川　要：「（前略）やはり研究のいろ
0 0 0 0 0
いろな段階がある






































































































































を比較検討する手法として出土土器を A ～ G の 7 つの器種
に分類して、各器種の消長から中世への移行期と土器食器
構成を探っている。土器器種分類は A 類が小型坏・皿、B
























































































































































































































































































































































































































所字関ノ上 310 番 1 の一部他 5 筆地点』鎌倉市教育委員会 .
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第 5 輯　平安京左京五条三坊十五町』46−55、古代学協会 .
横田洋三　1984「土師器皿の分類と編年観」『平安京跡研究調査


























レンフルー、C.・P. バーン / 池田ほか訳　2007『考古学　− 理論・
方法・実践』東洋書院 .
Renfrew, C.　1975 “Trade as Action at a Distance: Questions of Inte-
gration and Communication”. in Sabloff and Lamberg−Karlovsky 
(eds.) Ancient Civilizaton and Trade, 3−59.
